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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 カボチャ栽培では、畝間の雑草防除を目的として敷き藁や除草剤の散布が行われている。麦マルチ
栽培法は、畝間への敷き藁または除草剤散布の代わりに、大麦を栽培し、その座止現象を利用する
技術である。

(1) 大麦の生育量を確保して抑草効果を高めるには、４月中旬から５月中旬までの播種期、1.0～
1.5kg/aの播種量が適した。

(2) カボチャへの施肥法は、全量基肥（溝施肥）よりも基肥＋追肥が適している。

(3) 麦マルチ栽培法では、敷き藁に比べて雑草防除のための作業時間が40%削減された。

２ 期待される効果

 近年、中山間地域では遊休農地（耕作放棄地）が年々増加しているが、これら農地の利用促進に活
用できる。また、カボチャ栽培の省力化、規模拡大に活用できる。

３ 適用範囲

県内全域

４ 普及上の留意点

(1) 麦マルチ栽培では、麦に追肥が吸収される可能性があるため、追肥時期は麦の座止直後とす
る。

(2) 本試験では、大麦品種ハマユタカを用いたが、入手困難な場合は、ファイバースノウを用いる。
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